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１．はじめに

多様性に富んた･学生に対しての効果的な教育方法は、いまだ確立されて

いない。 ましてそれが多 人数学生に対しての有効な教育方法を求めるとな

るとますます大変であるが、我々にとっては、急務の課題である。この重

要な課題に対して、ここヤ余年有効な方法を探求し。検討し 種々な試み

を行 ってきた。そして現在も。実験試行を繰り返しつつより良い教冒方法

を求めている。

我 々はこの Ｈ ）年、４月に、全人学生に対して基礎的事項に関 する開講

試験をほい。その岐t剥こよりグレ ード別にクラス鵜成（ＡｏＢ ，Ｃ）をし

てい・S。、二のクラ ス塙;i以こよる教育方法をけなうと共に各 クラスで師々の

教育に心 ジ:みを行っ Ｃいろ。その一環と･して、パソコンを使用し刎り渫 を

実験的に試みている。ここでは、この授業について考察ずろが、特に線形

徴分方程式に関するソフトやそのプロ グラムによる具体的な画面表示に｀7j

いて述べる。

２．授業と教材図発について

グレード別に編成された一クラスで、パソコンを使用して演習授業を行

っていろ。この授業は、ＮＥｃのパソコンＰｃ９８０１を５０台設置した

教室で行っており、５０名以上のときは、２名共同で解答させている、演

習内容は禎分法と微分方程式の計算である。この授業の概略と方法の詳細

は、前に述べたのでここでは省路する。この授業は、ｃＡｒ的なものを追

求しているのではなく、講義の中でパソコンを使用し 学生の理解を助け

ろ目的で考案されろｃＭｒ的なものを探求していろ。現段階では、演習を

行うことを想定し、この演習問題に劃してパソコンに哨助させることを目
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指している。従って。パ` ノコシを知らない学q でも。幽面に表水さｎた説

明･文を読むと演習問題を解けろようにな･､ていなけれはならない。また。

解答のわからない学生に対しても。その問題の解法についてのヒニ叶 や例

題を陥示し、彼等に助力出来ろようにず弓必要があろ。また、救貧･的な観

点から考察すると、出来ろだけ記号や関数そして文字等を通常使用してい

るような形で、画面上へ提示ずろことが必要であるし、学生が解答す･ろ力

法にも留意する必要がある。成果のように、多岐択一-や穴埋めの形式にす

ろと殆ど解答を与えるようなものである･から、解答そのものを打ち込む方

法が望ましい。けれども、版売されている` ノフロこはこのような内容の適

切なソフトが嘸いので、あらたに間発しなけれはならない。しかし。この

ソフ1，の開発か大変であり、今回用いたソフ1ヽ も改良の余地を多く残して

いる。このような･ｊ を考えてくると、この授業を行なう｣ﾕでの最大の難問

は、適切なソフ! のヽ開発であると言うことができろ。今後も、このソフト

開発の研究4こ力を注ぐことになろう。

今回、この授なに用いたソフトのプ[コクラムの概略･を図一口こ示すが、

個々のフ'口々？ムについてぱ、まだまだ改良の余地がある。特に｢ 解答の

変り｣ プログラ ムには。多くの問題点を残しでいる。ある特定の問題に関

ずる解答については全て対応するが、あらゆる関数に関して対応するよう

4こはなっていないのである。この点を改良するのは。非常に困難である。

また、このプログラムを聞発して再認識したことがある。それは、数学で

は関数や文字式等がいとも問単に使われているか、それ等を機械が判断す

るには、あまりにも複雑で難Iしいということであ･る。つまり、授業計画と

実際にソフトを開発することとのキャ・ｿﾌ'である。このようなことは。今

後も起きろことであろう。ここまで述べてきたように、随々の問題を含ん

でいるソフ1ヽ の開発であるが、この開発が解決したときに、この演習用ソ

フトの汎用を追求したいと思っていろ。

３．具体的な画面表示に.ついて

前述したような考察と教育的観点からの要求を入れて開発した今回のツ

フＨこよる具体的な画面の例を図によ・ーで示しながら、この授業内客の柵
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陥を以’ドに説明 すろ。たたレ 今回の媛業では、定数峨数の喝合てやざＬ

い問赳を取り批 ）た。そしてヒノトの説明や例題の解法は、徴分演ji子を

川いて与えている。

１）学生は ノ`ゾl をヽ走らt!･ 、 学拙番廿と氏名を 人yjす’ろ。（図 一２ ）

２ 八 刎こ、図 一;ｎこ示すよ 引こ解答の壮方の説明が画面に襄示される。

３）それから。図一４に示すよ 乱こ問題が表示され乱

とl）学生が解答を「Ｂ へｓ Ｉ（･）で打ち、「 則ジｒｕＲＮＪｋｅｙを押す

と騨答は通常の形で画面に 表示されろ。（図 一５〉

５）「ＢＡ
ｓ に 沁 の打ち

かたを問迎えたときは、図 一６のように問違い

を指摘し 再ひ解答さ せろ。

６
」解答が正しけれは 、図一

一･７のよ 引 こ表示される。学生は次の問題絡jL

むか、この問題で終るかを選択すろ。

７川回答が間違いならは’、12卜 ８の 汰うに表示ざれ、解法 かわからない学

生にはヒント（同 一９）を与える。それでも、理解できない学生には例題

（図 一１０）を与える。学生はこ れを参考にして、再び 解答する。

８ ）このような串を繰りａえし続けていく。 そして授業 が終るか問題を総

て終えると、学生はフ’リン ターで打ち出された学習状況表（図一！ １）を

教師のところへ持-Ｊてけき、教育指導を受ける。
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4. おわ引こ

パソΣ|ﾆﾉを使川した授業は、 グし一目4jlのクラスにかかわらず’学生の 支

持=率が高い。なかでも 、F 涜ダラ ス（Ｃ）の学生の支持率は捉常と思える

ほど高い。これは、前回と同しようCこ行ったアシヶ一卜調査の結果により

明らかであふ､ 今回は．Ａ クラスにも アンヶ一卜調査をけったが、その結

果は昨年の調査結果（Ｂ．（Ｉクラ 刈こけった）と殆と同じ傾向であった。

しかし、数字を学ぷのにわさわざパソコンで6･うのば、面倒でいやたIとい

う意見を持つ者もいた。このような意 見を持つ学生は上位クラスに多か･
Ｊ

た。この点 か･ら考|屁しても、学生の助力のためにバソコこ･を使用するのか

効果的だと思われる。この好評は。学生にバソ:Jンを使用さ せたことと、

その画面に問麹と解答を晋通の形で表示したことか、彼等･の興味･を呼ひそ

して印り1を高めた結果てあろう。彼等がこの授業をこれほど支持し、やる

気を出 すの であれは、今回用いた ノフト善を改良し、この授業を完戒させ

ろぺきてTあろう。今後も男破的に授貫を実紀いStがら、より良い授業を 喇

指していくつもりであ 弓。

注

１）目　修三，尾埼康弘。加沢恒男「多人数クラスにおける個別的指導の

試み」一般教育学会誌　第４巻２号，ＰＰ，８７－95 ．1982

2 ）尾崎油弘「多降性に富む多人救学生に刈する一つの教育方法」-一般教

育学会誌　第６巻１号，ＰＰ．２７－３２，1984

3 ）尾崎康弘「パソコンを使用した授業について」東北数学教育学会年報

第１６号．ＰＰ， 】１－２１，19 ８５
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■li ｓ　ｒｅＱｏｒｔ　iｓ　int;ｅｎｄｅｄ　乙ｏ　ｃりｎtin ｕｅ　the　la ｓt.i ｓｓｕｅ.

Eｓpecially ，じh1 ｓ ｍｅthod が.ｖｅｓ p ｒ10 ｒl ty 乱ｏ t ｈｅ　ｒep ｒｅsｅｎtａtｉｏｎ

ｏr　Pe ｒｓcI!ａ１　ＣｏｍＤｕtｅｒ ．
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